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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Q1） Paul Claudel・Andr6 Gide， Co甥ゆoη4伽661899－1926．　Pr6face　et　notes　par　Robert　Mallet，
Gallimard，1949，　pp．50・51．
22）　プライのドイツ語訳にたいするジッドの否定的評価については，前掲拙著，26頁，注44を参照され
たい。
23）　Voir　la　lettre　a　Henri　Gh60n，25　janvier　1906，　Co7㎎sρo加物η6θ．　Texte　etabli　par　Jean　Tipy．
Introduction　et　notes　d’Anne・Marie　Moulenes　et　Jean　Tipy，　Gallimard，1976，　t．　II，　pp．632・634．
Voir　aussi　Karl　Glossy，伽zεな勧㎎D召薦吻s　y∂疏s’伽彪7，　Wien：Verlag　des　Deutschen
Volkstheaters，1929，　pp．178・180；Hemlann　Bahr，《Rezension　Wiener　Theater　1901－1909》，　in
ゐ晦θηδSs露6ぬθBゴZ伽なs8，　Amsterdam：Verlag　Albert　de　Lange，1940，　pp．270・274．
24）　ちなみに，プライはこのウィーン公演のおりにはじめてジッドと会った。参考までに，彼がそのと
きのことを後年回想した文章の一節を引用しておこう（ただし，彼の記憶では1908年1月のベルリン
公演との前後関係が逆転されている）一「アンドレ・ジッドは友人のジャン・シュランベルジェとと
もにやってきた。10年後ようやく，きわめて興味ある作家として世に出た，あのシュランベルジェで
ある。われわれはウィーンに行った。ウィーンの国民劇場が，ジッドの『カンドール王」を上演する
予定であった。なるほど実際に上演したのだが，しかし，わたしはやはり上演する予定であったと言
わなくてはなるまい。演出を担当したのはマックス・ラインハルト門下の若い男で，たしかヴァレン
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ティンとかいった。彼は劇場はえぬきの人気役者にたいしまるで無力であった。要するに，俳優たち
は好き勝手に，したいほうだいのことをしたのである。〔……〕「カンドール王』は3日間で上演打ち
切りとなった。これより早くベルリン〔の〕劇場では2日間〔ママ。1回かぎりの誤り〕の上演で打
ち切られたが，わたしが聞いたところによると，まるでメーテルリンクの『閻入者」を演じているか
のように，出演者が全員ひそひそ声でセリフを口にしたので，観客がたまげたという。ジッドがヘッ
ベルの主題を手玉にとったことに劇評家たちは気がついたのだろう，こぞってそのことばかりを言い
たてた」（『同時代人の肖像』，池内紀訳，法政大学出版局，「叢書ウニベルシタス」，1981年，86－87頁。
引用にあたっては表記上の統一のため若干の改変をほどこした）。
25）　ただし，契約のことをふくめバルノウスキーが直接ジッドとの交渉にあたった可能性は小さく，こ
こでもまたプライが仲介役をつとめたものと推測される。じっさい，後年の証言ながら1946年にジッ
ドは，「日記」の英語訳を準備中だったジャスティン・オプライアンから記載人物にかんする問い合わ
せをうけて，つぎのように答えている一「バルノウスキー？《小劇場》の舞台監督，そう申しあげて
おきましょう。これで十分です。彼についてはそれ以外なにも知らないのですから」（Andr6　Gide・
Justin　O’Brien，　Co7猶ゆoη伽6θ193Z1951．亘dition　6tablie，　pr6sent6e　et　amot6e　par　Jacqueline
Morton，　Lyon：Centre　d’豆tudes　Gidiennes，　Uni肌de　Lyon　II，1979，　p．17）。
〔付記〕本稿を掲載誌『仏文研究』に提出してまもなく，「ジッド＝シュランベルジェ往復書簡集』の校訂
者パスカル・メルシエ氏からの私信を受けとった。同書簡集の付注内容（レフェランスは本稿の注9
で指示）について筆者が書き送っていた疑義にたいする返答である。この私信のなかで氏は，アング
レスやクロードの論述に依拠した自身の注はあきらかに誤りであると認め，「小劇場」にかんする筆者
の主張を「きわめて確度の高い根拠にもとつく説得的な推論」としたうえで，いくつかの貴重な補足
的情報を提供してくださった。この情報にもとついて関連箇所を改稿する余裕を欠くのは遺憾である
が，その要点を付記・紹介することでメルシエ氏への謝辞にかえさせていただく。なお以下は，私信
の直接的な引用ではないが，理解を助けるための若干の補筆を除けば，すべてメルシエ氏の立場から
なされた叙述の形式をとる。この点をあらかじめ承知されたい。
第一は，ドルーアン宛書簡のなかでジッドが「イゾルデ夫人Frau　Isolde」と呼んでいる人物につ
いて一。疑いなくこの記述はラインハルトの専属女優のひとり，ゲルトルート・アイゾルト（Gertrud
Eysoldt，1870－1930）のことを指す。すでにジッドは1903年8月のベルリン滞在中，ラインハルトの
演出したゴーリキーの『どん底』で彼女の演技に接していた。ちなみにアイゾルトは，ジッドやシュ
ランベルジェら『新フランス評論』グループを厚くもてなしたルクセンブルグのメイリッシュ・ド・
サン＝テユベール夫人と親交があり，このメセナがコルパックの居城で主宰する汎ヨーロッパ的なセ
ナークルの常連であった。
第二は，ウィーンの「ドイツ国民劇場」について一一。「カンドール王」がリヒャルト・ヴァレンテ
インの演出で上演された当時，同劇場を指揮していたのはヴォールフ・ヴァイセ（Woolf　Weisse）
という名の人物だったと推測される。最近，故ピーター・ホイ宅でジッド・プライ往復書簡のオリジ
ナル〔本稿の注4を参照〕の閲覧を許されたピーター・フォーセットによれば，1905年のある書簡で
ジッドは，ヴァイセとの契約で代理をつとめてくれたこと，またラインハルトに手紙を書いてくれた
ことにたいしプライに礼を述べているからである。ヴァイセがラインハルトと交流があったか否かに
ついては未詳だが，いずれにせよこの書簡の記述は，ブライがジッドと彼らドイツ語圏の演出家たち
とのあいだを仲介したことを明示している。
，　　　　　　　　　　　　　　（九州大学文学部助教授）
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